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二
〇
一
九
年
度
後
期
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨

（「
木
簡
・
竹
簡
資
料
へ
の
誘
い
」）

　

第
五
七
五
回　

一
一
月
六
日
（
水
）

　
　

中
国
戦
国
時
代
の
「
非
発
掘
簡
」

東　

洋　

文　

庫　

研　

究　

員

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授　

小　

寺　
　
　

敦　

　

本
講
演
は
全
三
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
「
木
簡
・
竹
簡
資
料
へ
の
誘

い
」
の
第
一
回
で
あ
る
。

　

木
簡
・
竹
簡
を
含
む
簡
牘
は
秦
漢
期
以
前
の
主
要
な
書
写
材
料
で

あ
り
、
中
国
古
代
研
究
の
重
要
資
料
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
非
発

掘
簡
」
研
究
の
現
状
と
そ
の
課
題
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
簡
牘
学

や
歴
史
学
へ
の
導
入
と
も
な
る
よ
う
意
図
し
た
。

　

ま
ず
は
講
座
全
体
へ
の
導
入
と
し
て
簡
牘
の
概
略
を
述
べ
た
。
簡

は
幅
が
狭
く
文
字
が
一
行
に
書
か
れ
、
牘
は
幅
が
広
く
文
字
が
二
行

以
上
書
か
れ
る
。
そ
の
内
、
竹
製
の
も
の
を
竹
簡
・
竹
牘
、
木
製
の

も
の
を
木
簡
・
木
牘
と
い
う
。
竹
簡
は
紐
で
複
数
束
ね
ら
れ
て
冊
子

状
に
な
る
。
簡
牘
の
用
途
は
、
書
籍
・
公
文
書
・
私
信
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
竹
簡
の
標
準
的
な
長
さ
は
約
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

漢
代
の
一
尺
に
相
当
す
る
。
簡
牘
の
筆
記
用
具
と
し
て
は
毛
筆
や
石

硯
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
簡
牘
は
殷
代
に
既
に
存
在
し
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
有
機
物
で
腐
敗
し
や
す
い
た
め
、
今
日
存
在
す
る

も
の
は
、
一
九
〇
一
年
、
英
国
の
ス
タ
イ
ン
が
新
疆
の
尼
雅
遺
跡
で

発
見
し
て
以
降
の
出
土
品
で
あ
る
。
ま
た
年
代
の
最
も
古
い
簡
牘
は

湖
北
省
随
州
で
発
見
さ
れ
た
曾
侯
乙
墓
竹
簡
（
前
四
三
三
年
）
で
あ

る
。

　

次
は
戦
国
秦
漢
時
代
の
出
土
簡
牘
で
あ
る
。
戦
国
時
代
の
簡
牘
は

中
国
の
湖
北
・
湖
南
な
ど
南
方
の
個
人
の
墓
か
ら
の
発
見
が
多
い
。

そ
れ
は
地
下
水
が
豊
富
で
、
土
中
の
簡
牘
が
脱
酸
素
状
態
に
な
っ
て

腐
敗
し
に
く
く
な
り
、
長
期
間
保
存
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
地
域
の
大
半
は
「
楚
地
域
」
と
称
さ
れ
る
戦
国
時
代
の
楚
の
勢
力

範
囲
で
あ
り
、
簡
牘
中
、
大
半
を
占
め
る
の
は
、
竹
が
多
い
植
生
上
、

竹
簡
で
あ
る
。
楚
地
域
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
は
「
楚
文
字
」
と
称
さ

れ
る
独
特
な
書
体
の
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
秦
漢
時
代
に
な
る
と
、

今
日
の
陝
西
省
・
甘
粛
省
な
ど
西
北
の
乾
燥
地
か
ら
も
簡
牘
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
施
設
跡
か
ら
の
出
土
が
多
く
、
竹
が
少
な

い
植
生
上
、
木
簡
の
割
合
が
大
き
く
な
る
。

　

そ
れ
か
ら
「
非
発
掘
簡
」
の
説
明
で
あ
る
。
簡
牘
を
含
む
出
土
資

料
に
は
、
考
古
学
に
よ
る
正
式
な
発
掘
を
経
て
発
見
さ
れ
た
も
の
と

そ
う
で
は
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
に
は
後
代
の
偽
作
が
含
ま
れ

三
五
〇
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小
寺

る
。
そ
れ
は
「
盗
掘
簡
」「
骨
董
簡
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
総
称
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
り
、
報
告
者
の
属
す
る
研
究
グ
ル
ー

プ
で
は
「
非
発
掘
簡
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
但
し
、
こ
の
呼
称
は

ま
だ
学
界
一
般
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
非
発
掘

簡
は
出
土
地
が
不
明
で
、
そ
の
多
く
が
骨
董
市
場
で
流
通
す
る
。
通

常
、
正
式
な
考
古
発
掘
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
簡
牘
に
は
出
土
地
と
時

代
に
よ
り
、
非
発
掘
簡
で
は
所
蔵
機
関
と
時
代
に
よ
り
名
づ
け
ら
れ

る
。
現
在
、
偽
造
簡
が
大
量
に
骨
董
市
場
で
流
通
し
て
お
り
、
非
発

掘
簡
の
弁
偽
は
必
須
で
あ
る
。

　

続
い
て
そ
の
弁
偽
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
自
然
科
学
的
方
法

の
一
つ
に
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
炭
素
の
放
射
性

同
位
体
で
あ
る
炭
素
一
四
（
14    

C
）
の
半
減
期
を
利
用
し
た
年
代
測

定
法
で
あ
る
。
今
日
で
はA

M
S

法
に
よ
り
、
よ
り
微
量
の
試
料
で
精

度
の
高
い
計
測
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ

た
生
デ
ー
タ
は
較
正
曲
線
に
よ
り
補
正
さ
れ
る
が
、
補
正
後
も
誤
差

が
あ
り
、
あ
る
一
定
の
幅
を
も
っ
て
し
か
年
代
を
示
せ
な
い
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
は
数
あ
る
年
代
測
定

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
竹
の
状
態
、
特
に
黒
化
を
利

用
し
た
方
法
で
あ
る
。
戦
国
時
代
の
竹
簡
は
水
に
浸
か
っ
て
光
と
酸

素
を
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
長
期
間
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
出
土
後
、
極
め
て
短
い
時
間
で
黒
ず
む
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

未
処
理
の
竹
簡
が
光
と
水
に
晒
さ
れ
て
も
黒
化
し
な
け
れ
ば
偽
物
で

あ
る
。
人
文
科
学
的
方
法
と
し
て
は
文
字
の
書
体
が
あ
り
、
楚
文
字

の
よ
う
な
戦
国
時
代
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
偽
物
で
あ
る
。

ま
た
仮
借
字
を
利
用
し
た
弁
偽
法
も
あ
り
、
こ
れ
は
上
古
音
で
通
仮

し
な
い
文
字
を
仮
借
字
と
し
て
用
い
て
い
れ
ば
偽
造
品
と
分
か
る
。

な
お
竹
簡
に
書
か
れ
た
内
容
か
ら
偽
物
を
見
破
る
方
法
は
、
伝
世
文

献
や
既
知
の
出
土
文
献
を
参
考
に
偽
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か

ら
、
弁
偽
法
と
し
て
の
有
効
性
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
が
竹
簡
の
弁
偽
法
と
し
て
万
能
で
は
な
い
理

由
と
し
て
「
空
白
簡
」
の
存
在
が
あ
る
。
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い

竹
簡
の
出
土
点
数
は
か
な
り
多
く
、
そ
れ
ら
が
偽
作
に
利
用
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
非
発
掘
簡
の
弁
偽
は
慎
重
さ
を

要
す
る
か
ら
、
非
発
掘
簡
を
研
究
資
料
と
し
て
利
用
す
べ
き
か
否
か
、

研
究
者
間
で
も
態
度
が
分
か
れ
る
。
だ
が
出
土
地
の
不
明
瞭
な
甲
骨

や
青
銅
器
は
弁
偽
を
し
た
上
で
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
非

発
掘
簡
を
研
究
対
象
か
ら
完
全
に
除
外
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く

で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
非
発
掘
簡
と
簡
牘
研
究
の
今
日
的
課
題
を
述
べ
た
。
簡
牘

は
金
銭
的
価
値
を
も
つ
が
故
に
盗
掘
や
偽
造
の
横
行
を
招
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
盗
掘
品
の
学
術
利
用
を
禁
止
す
る
国
際
協
定
が
あ
る
も

の
の
、
貴
重
な
資
料
を
買
い
戻
さ
ず
散
逸
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
か
疑
問
で
あ
る
。
現
実
的
対
応
と
し
て
、
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
研
究
を
進
め
ざ
る
を
得
ず
、
盗
掘
を
極
力
阻
止

三
五
一
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す
る
ほ
か
な
い
。
も
う
一
つ
は
非
発
掘
簡
に
関
す
る
情
報
公
開
で
あ

る
。
偽
造
簡
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
通
常
の
放
射
性
炭
素
年
代
で

す
ら
不
十
分
な
情
報
し
か
開
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
は

隣
接
分
野
の
研
究
者
に
す
ら
正
確
な
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
、
適
切
な
情
報
公
開
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

第
五
七
六
回　

一
一
月
一
三
日
（
水
）

　
　

秦
漢
時
代
の
法
律
文
書

東
洋
文
庫
研
究
員

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授　

太　

田　
　

幸　

男　

　

私
が
担
当
し
た
の
は
、
秦
・
漢
両
時
代
の
簡
牘
の
う
ち
の
法
律
お

よ
び
法
律
関
係
文
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
と
り
あ
げ
た

の
は
『
雲
夢
秦
簡
（
睡
虎
地
秦
簡
）』
と
『
張
家
山
漢
簡
』
二
年
律
令

の
二
種
で
あ
る
。

　

当
日
配
布
し
た
資
料
は
、
大
別
し
て
次
の
三
種
類
で
あ
り
、
講
演

も
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

　

一
、
両
簡
牘
が
出
土
し
た
雲
夢
県
睡
虎
地
と
江
陵
県
（
い
ず
れ
も

湖
北
省
）
の
位
置
を
示
し
た
白
地
図
と
カ
ラ
ー
の
地
形
図
で
あ
る
。

　

二
、
両
簡
牘
の
概
略
的
説
明
文
。『
世
界
歴
史
大
系　

中
国
史
1
』

（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
四
七
六
〜
四
八
九
頁
に
私
の
執
筆

し
た
両
簡
牘
の
解
説
文
。

　

三
、
両
簡
牘
の
一
部
の
原
文
と
釈
文
。『
雲
夢
秦
簡
』
か
ら
二
種
類

三
点
、『
張
家
山
漢
簡
』
か
ら
一
点
。

　

雲
夢
県
睡
虎
地
郊
外
に
南
北
に
連
な
る
一
二
基
の
秦
墓
の
第
一
一

号
墓
の
棺
内
の
遺
骸
の
周
辺
か
ら
、
一
一
五
〇
点
あ
ま
り
の
竹
簡
が

発
見
さ
れ
た
。
断
簡
や
解
読
不
明
字
、
簡
と
簡
の
接
合
が
諸
説
あ
っ

て
い
ま
だ
定
説
の
な
い
箇
所
等
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
点
も
あ

る
。
字
体
は
秦
隷
体
で
、
棺
内
に
は
竹
簡
が
種
類
ご
と
に
区
別
さ
れ

て
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
研
究
が
進
み
（
赤
外
線
を
あ
て

て
解
読
さ
れ
た
文
字
も
含
む
）、
現
在
ま
で
に
数
回
釈
文
や
解
読
文
が

出
さ
れ
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
棺
内
の
状
況
を
丁
寧
に
模
写
し
た
図

を
配
布
資
料
中
に
入
れ
た
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
検
討
し
た
結
果
、

簡
牘
は
次
の
一
〇
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
編
年
記
」「
語
書
」「
秦

律
十
八
種
」「
秦
律
雑
抄
」「
効
律
」「
法
律
答
問
」「
封
診
式
」「
為
吏

之
道
」「
日
書
甲
編
」「
日
書
乙
編
」。

　

こ
れ
ら
の
中
に
は
法
律
や
法
律
関
連
文
書
の
み
で
は
な
く
、
教
訓

書
、
占
卜
書
、
実
務
手
引
等
各
種
の
文
書
も
あ
り
、
墓
主
の
「
喜
」

（
姓
は
記
さ
れ
な
い
）
の
勤
務
上
必
要
な
文
書
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

一
〇
種
と
一
八
の
法
律
を
解
説
す
る
余
裕
は
と
て
も
な
か
っ
た
が
、

い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
、
原
史
料
も
提
示
し
た
。

三
五
二
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